










　肝疾患と胆汁酸代謝に密切な関係のあることは古くから議論され,また,最近

では小児の家族性肝内胆汁うつ滞症の原因として先天性の胆汁酸代謝異常が注

目されつつある。しかし測定法が煩雑なために,特に小児料領域では,その方の

研究はまだ殆どなされていないのが現状である。

　著者は,小児肝疾患における胆汁酸代謝の一端を究明する意味で,先ず正常児

および各種肝疾患児における肝汁中胆汁酸およびその構成を測定した。


